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生活指導(知的障害児)
生活単秀学習を行つている。
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・目標を確認する。
・学習の流れを確認する。

調理 ( 4 0分 )
計画シー トに沿 つて調理を行う
・度をむ<・ 切る 。混ぜる ・焼く ・盛りつける

自己評価 ( 5 翁 )
・ワークシー トを使 つて反省 と評価 を行 う。

一斉授業

写真を活用する
。度をむく ・切る

☆本時の学習課題が把握できたか
☆基本llな調理操作が理解できたか
計画シー トを活用する

グループ学習
写真を活用する
。輪切 り ・千切 り
。できあがり

☆安全と衛生や作業0能率ほ留意して謂理ができたか
☆基本的な調理操作ができたか
☆食品や調理器具を通岡に取り扱うことができにか
☆食柄と安全性を関心を持ち,調理実替を実験しよう
として,|るか
☆計画に沿つて作業しようとして↓|るか
各自の目標に対応 した支援
をする

安全に調理する

周 りが不快 にならないよう
に気をつけて食べる
☆マナーを守つて食ぺることができたか

☆学習を振り返ることができたか
☆シヽ 卜にしっかりと記入できたか
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( 2 )展 開

備者 ・評価 (☆)

本時の学習内容と課題を把握する。(5分 )

『じ″ゃ が しヽも 料 理 を 作 ろ を)』
～正 しい調理技術を身につけよう～
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